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23日の午前中に
校内マラソン・駅
伝大会を行いまし

た。全員がマラソンか駅伝のいずれかへの出場
です。全力で走る姿と互いに応援し合う微笑ま
しい姿が交差する素晴らしい時間となりまし
た。

全県秋季ソフトテニス大会(19～20日)
男子団体 準優勝
男子個人 準優勝（〇〇〇〇･〇〇〇〇）

美郷新人駅伝（22日）
【男子】Ａチーム４位 Ｂチーム13位
区間賞 ２区 〇〇〇〇

【女子】Ａチーム１位 Ｂチーム６位
区間賞 １区 〇〇〇〇 ２区 〇〇〇〇

３区 〇〇〇〇 ５区 〇〇〇〇

15日には前
期終業式、 21
日 に は 後 期 始
業 式 を 行 い ま
し た 。 終 業 式
で は 、 生 徒 を
代 表 し て 〇 〇
〇〇さん (13 )
と 〇 〇 〇 〇 さ
ん ( 2 4 )が前期
の 成 果 を 述 べ

た後に、目標達成に向けて時間を有効活用しながら計
画的に学習に取り組みたいことや、職場体験での経験
を部活動にも生かして精神面や技術面の向上を目指し
たいなどの抱負を力強く発表しくれました。校長から
は、パリオリンピック男子バスケットボールチームの
選手として活躍し、フランス戦で惜しくも敗退した河
村勇輝選手の「過去は変えられないので、その悔しさ
をどう生かすかは自分次第。その経験があったからこ

そ成長ができた、結果を残すことができたとなれば、『負け』というのは成功の糧にもなります。」
という言葉を紹介しながら、個々の課題解決に向けて時を置かずして取り組んでほしいことを話
しました。
21日の始業式では〇〇〇〇さん(32)が、進路希望の実現を視野に入れて、復習することによ

る学習面での苦手克服、面接や将来につながる望ましい立ち振る舞いを身に付けること、健康管
理の維持を目指すという決意を語ってくれました。校長からは、「初めは人が習慣をつくる。そ
の後は習慣が人をつくる。」という言葉を紹介し、「１日の１％を自分の将来に投資しましょう。」
と提案しました。１日のわずか１％（約15分）でも自分の将来につなげる活動に費やすように習
慣付けることで、将来への道が大きく拓けるはずと、継続的な取組を呼びかけました。
また、これまで式でピアノ伴奏を担当していた〇〇〇〇さん（32）と〇〇〇〇さん（33）か

ら〇〇〇〇さん(22)と〇〇〇〇さん(23)へ、指揮者も〇〇〇〇（31）さんと〇〇〇〇（34）さ
んから〇〇〇〇さん(22)と〇〇〇〇さん(23)へとバトンが受け渡されました。

23日の午後は「なべっ
こ」でした。雨の天気予報
により天候が心配されまし

たが、予定通りに実施することができました。
自分たちで限られた予算を有効に活用して食材
を購入し、立ち上る煙に涙をにじませながらも、
協力しておいしい鍋料理を完成させていまし
た。思い思いの鍋料理に笑顔で舌鼓を打つ子ど
もたちの姿が印象的でした。


